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研究成果の概要（和文）：本研究では，わが国の科学技術教育の充実をはかることを目的として，アメリカ合衆国の主
に技術科の全国標準のスタンダードカリキュラムおよび各州ごとのカリキュラムの教育内容および教育方法について調
査および研究を行う。このためアメリカ合衆国内の教員養成系学科で技術科教育法を担当する大学教員との共同研究プ
ロジェクトで，中学校や高等学校の授業に参加する。またアメリカ合衆国内の技術教育に関する会議で研究発表を行い
，具体的な教科内容や方法について議論を深めて，これからのわが国の技術科教育のあり方について検討するための知
見または示唆を得る。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to contribute to the improvement of technology educat
ion in Japan. One of the objective performance, I had studied to teaching methods and educational contents
 for each state curriculum standards of technology education or technology literacy for all American in th
e United States. In collaborative research projects with faculty in the teacher training collage in the Un
ited States, I participated in the class of technology education in high school and junior high school. In
 addition, I presented a paper at a conference on technology education in the United States, and I also di
scussed with them deeply about the subject contents. From those results, I could obtain many suggestions i
n order to review the status of technology education in Japan in the future.
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１．研究開始当初の背景 
学校教育におけるわが国の課題のひとつ
に，子どもたちの「科学技術離れ」「理科離
れ」がある。このため平成 14 年度から「科
学技術・理科大好きプラン」が発足し，この
なかで科学技術，理科教育，数学教育に重点
的を置いた「スーパーサイエンスハイスクー
ル」や大学，公的研究機関，民間企業等と教
育現場との連携を進める SPP(サイエンス・
パートナーシップ・プログラム) が始まり，
中学校や高等学校等の学校現場と大学，公的
研究機関，民間企業，科学系博物館，学会等
とが連携し児童生徒の科学技術・理科，数学
に関する興味・関心と知的探究心等を一層高
める機会を充実することを目指す教育実践
が積み重ねられている。 
 同様の問題をかかえるアメリカ合衆国に
おいては，技術教育のなかで問題解決を試み
つつある。国際技術教育協会（ITEA）が 2000
年に技術リテラシーのスタンダードを出版
し，2002 年に学校教育用カリキュラムの作
成，2003 年度には教員養成カリキュラムの
整備などを進め，その後さまざまな教育実践
を経て，全米に普及しつつある。  
 アメリカ合衆国では州ごとの教育制度が
確立しており，このスタンダードは各州の教
育カリキュラムに影響を与えている。 
またヨーロッパの各国でも初等・中等教育段
階における科学技術教育の必要性が注目さ
れている。U.K.ではすでに数学，理科および
技術以外に「応用理科」という教科がある。
フランスにおいても小学校に「科学・技術科」，
中学校に「労働科」ある。ドイツでは中学校
の「労働科」のなかにさまざまな将来の職業
の基礎となる内容が盛り込まれている。 
角 和博は，1997年から国際技術教育協会
（ITEA）の技術教師教育協議会(CTTE)の正
会員となり，また 2002年 11月 1日にミシシ
ッピー河流域技術教師教育会議（MVTTEC）
の拡大活動会員となり翌年 11 月 6 日には同
会議で指名による口頭発表を行った。また
ITEAでは，主に技術教師教育審議会(CTTE)
の研究発表で技術教育に関する授業分析や
カリキュラム開発について発表している。過
去 14年間，2000年を除いて毎年，アメリカ
合衆国国内の技術・職業教育教員養成にかか
わるミシシッピー・バレー技術教師教育会議
(MVTTEC)に出席した。また同様に国際技術
工学教育協会（ITEEA）（2009年以前の国際
技術教育協会(ITEA)から改称）においても数
回にわたり口頭発表を行ってきた。 

 
２．研究の目的 
本研究では，わが国の科学技術教育の充実
をはかることを目的として，アメリカ合衆国
の主に技術科の全国標準のスタンダードカ

リキュラムおよび各州ごとのカリキュラム
の教育内容および教育方法について調査お
よび研究を行う。このためアメリカ合衆国内
の教員養成系学科で技術科教育法を担当す
る大学教員との共同研究プロジェクトで，中
学校や高等学校の授業に参加する。またアメ
リカ合衆国内の技術教育に関する会議で研
究発表を行い，具体的な教科内容や方法につ
いて議論を深めて，これからのわが国の技術
科教育のあり方について検討するための知
見または示唆を得る。 
 角は，アメリカ合衆国の在外研究から戻っ
た翌年からの 1999～2000 年度の基盤研究
（Ｃ），「アメリカ合衆国における数学・理
科・技術科の統合学習カリキュラムの研究」
では，在外研究先であったイリノイ州立大学
の Integrated Mathematics, Science and  
Technology（IMaST）プロジェクトについて
研究を展開し，教科間の連携・統合を図るカ
リキュラム・モデルの構造，並びに学際的な
教育内容を含む学習モジュールの教科書の
翻訳，学習内容の分析を行った。これらの調
査・研究を通して角は，科学技術と科学およ
び社会との関わりを統合する学習内容と方
法について明らかにした。 
その後，基盤研究（Ｃ）2001～2002 年度「ア
メリカ合衆国における技術・職業教育の教員
免許の基準認定と外部評価の研究」，基盤研
究（Ｃ）2003～2004 年度「ミシシッピー・バ
レー技術教師教育会議の技術科教員養成に
果たす意義と役割の研究」，基盤研究（Ｃ）
2005～2006 年度「アメリカ合衆国における技
術科教員の免許制度の研究」において，主と
して技術科の教員養成制度の面から，技術科
の教科としての独自性を捉えようとしてき
た。 
2000 年に ITEA によって刊行されたアメリ
カ合衆国の技術科のスタンダードの中で，と
くに最近注目され，多くの実践研究が進めら
れている高等学校の準備的工学教育
(Pre-engineering Education)または中学校
の工学デザイン(Engineering by Design)の
カリキュラム開発が行われている。 
本研究では，アメリカ合衆国における技術
科教育カリキュラムについて，カリキュラム
開発と教育実践の現場に参加することによ
り，それらが形成される実践的過程を実地に
調査する。アメリカ合衆国には，理数教科と
して理科，技術，工学，および数学を総合的
にとらえる STEM （The Science, Technology, 
Engineering, and Mathematics ）教育が 1990
年代から発展して，現在に至っている。これ
はアメリカ合衆国教育省の連邦政策であり，
これを受けて技術教育会議は熱心な議論が
進められている。これは科学技術の発展によ
って国を支えるという基本的な考え方に基



づくものであり，この実現に向けてここ数年
間は毎年約300億ドルの教育予算を支出して
いる。 
わが国の課題の科学技術教育の本質は，技
術科が中学校の技術・家庭科の１分野でしか
なく，真の意味で科学技術教育の柱のひとつ
となり得ていないことである。この点はアメ
リカ合衆国の STEM 教育から学ばなければな
らないところが大きいと思われる。 
我が国の中学校における技術教育の課題
のひとつは，教科内容の体系性にある。この
ため本研究を通して，我が国の技術立国の基
礎を支えている工学を義務教育段階から連
続して学習内容として見直し，技術または工
学の基礎となるような内容を中学校の技術
科として位置づけるような技術科教育カリ
キュラム開発の資料を提供したい。 
 
３．研究の方法 
ITEEA の CTTE の会議参加し，またミシシッ
ピー・バレー技術教師教育会議に拡大活動会
員として参加し，理科，技術，工学，および
数学を総合的にとらえる STEM(The Science, 
Technology, Engineering, and Mathematics 
 )教育について広く出席者の意見を求めた。
工学基礎教育の進展についても具体的な諸
課題について意見を求めた。アメリカ合衆国
内の技術科教員養成をもつ大学で技術教育
を担当している教員との共同研究を行い，ま
た現地の中学校および高等学校の教育実習
校等で授業の様子を調査した。 
国内で発行されているアメリカ合衆国の
技術・職業教育に関する著書，論文はきわめ
て少ない。このためアメリカ合衆国で実地に
詳細な調査・研究をする必要がある。また国
内において進みつつある中等教育における
科学技術教育の動向を調査し，日本産業技術
教育学会，日本産業教育学会，および日本科
学教育学会における研究発表等を通して広
く意見を集めた。  
アメリカ合衆国内の技術教育を代表する
技術教師教育審議会 CTTE Yearbook および
Journal of Industrial Teacher Education，
Journal of Technology Teacher ， The 
Technology Teacher，Journal of Technology 
Education のバックナンバーからアメリカ合
衆国の技術科教員養成カリキュラムに関す
る論文を調査し，技術教育のカリキュラム改
善の過程について事例をあげて調べた。 
2011年 3月 24日から26日にミネソタ州の
ミネアポリスで開かれる ITEEA の CTTE の会
議に参加し，また 2011 年 11 月にミズリー州
のセントルイスで開かれるミシシッピー河
流域技術教師教育会議に拡大活動会員とし
て参加し，本研究テーマについて出席者の意
見を求めた。工学基礎教育の進展についても

具体的な諸課題について意見を求めた。 
継続してアメリカ合衆国内の技術教育を
代 表 す る 技 術 教 師 教 育 審 議 会 CTTE 
Yearbook および Journal of Industrial 
Teacher Education，Journal of Technology 
Teacher，The Technology Teacher，Journal 
of Technology Education のバックナンバー
からアメリカ合衆国の技術科教員養成カリ
キュラムに関する論文を調査した。 
2012 年 11 月にテネシー州のナッシュビル
で開かれるミシシッピー・バレー技術教師教
育会議に拡大活動会員として参加し，本研究
テーマについての議論を深めた。2012 年 3月
に開かれる ITEA の CTTE の会議に参加し，と
くに中等段階における工学基礎教育の具体
的な諸課題についても意見を求めた。 
アメリカ合衆国内の技術科教員養成をも
つ大学で技術教育を担当しているアーカン
ソー州立大学のマイケル・ドーティー教授，
フロリダ州のセントペーターバーグ大学の
トーマス・ラブランド教授，東ミシガン大学
で技術教育を担当しているフィリップ・カー
ドン准教授との共同研究を行い，また現地の
中学校および高等学校の教育実習校等で授
業の様子を調査した。 
4）国内で発行されているアメリカ合衆国の
技術・職業教育に関する著書，論文を詳細に
調査し，その中から技術科教育カリキュラム
に関する内容に焦点を当てて検討した。また
国内において進みつつある中等教育におけ
る科学技術教育の動向を調査し，日本産業技
術教育学会，日本産業教育学会，および日本
科学教育学会における研究発表等を通して
広く意見を集めた。 
以上の調査過程で必要な事項は，アメリカ
合衆国内の技術科教員養成をもつ大学で技
術教育を担当しているアメリカ合衆国の担
当者や専門家に逐次電子メールで問い合わ
せた。 
まず 1997 年から 1998 年の 9ヶ月間のイリ
ノイ州立大学での在外研究中の収集した資
料として，1909 年創立の歴史をもつミシシッ
ピーバレー技術教師教育会議の全資料をイ
リノイ大学から複写して保存している。
Yearbook は 1995 年から収集している。主要
なアメリカ合衆国の技術教育論文誌は，1981
年から収集している。 
アーカンソー州立大学のマイケル・ドーテ
ィー教授，フロリダ州のセントペーターバー
グ大学のトーマス・ラブランド教授および東
ミシガン大学のフィリップ・カードン准教授
とは，常時eメールで連絡を取り合っている。
とくにトーマス・ラブランド教授とは月２回
程度の割合でテレビ会議を行った。 
 

 



４．研究成果 
平成 23 年 11 月，平成 24年 11 月，平成 25
年 11 月にミシシッピー河流域技術教師教育
会議に拡大活動会員として参加して，この３
年間のアメリカ合衆国における技術教育の
動向を調査した。特に理科，技術，工学，お
よび数学を総合的にとらえる STEM(The 
Science, Technology, Engineering, and 
Mathematics)教育について広く出席者と意
見交換を行った。同時に工学基礎教育の進展
についても具体的な諸課題について意見を
求めた。 
調査から STEM をさらに拡大して STEAM と
して芸術（art）を含めたプロジェクトがあ
ることがわかった。これは芸術―科学―技術
という３つの輪からなるポイエーシス―テ
オリエ（特にエピステーメ）－テクネという
ヨーロッパの伝統的な人間活動のとらえ方
に合致したものである。理科，数学，工学，
技術だけでは，理数系に偏りすぎて人間活動
の全体を見失う可能性がある。また生徒の興
味・関心という人間発達の観点からみてもバ
ランスのとれた教科構成であるといえる。 
アメリカ国内の技術科では，TV プロダクシ
ョンと呼ばれる映像表現も主要な教育内容
になっている。ある高等学校によって本格的
なスタジオなどの設備があり，その地域の放
送局とも連携している。また別の高等学校で
は校内放送をビデオ放映で行う授業があり，
担当の教師が生徒といっしょに今日の話題
となる現場にでかけて取材し，編集して放映
していた。これは欧米の技術教育の内容に印
刷技術（Printing Technology）が含まれて
いることからの発展であると考えられる。過
去の学校視察で木材加工室と同様な規模で
印刷作業室が設置されていたことを確認し
ている。 
わが国では，情報に関する内容の中にマル
チメディアの一つとしてビデオ制作が2ペー
ジ程度含まれているが，これでは映像表現の
技術を基本から積み重ねるまでの内容には
なっていない。これは木材加工の実習製作に
使用されているページ数と比較すれば明確
である。先ほどのポイエーシス概念には，イ
メージまたは記号で示される領域と実物製
作で示される領域に区分されている。前者は
芸術や文学に代表される領域であり，後者は
建築や製造に代表される領域である。中学校
での技術教育ではテクノロジー全体を包括
する必要があり，情報技術に関する内容の中
に映像技術などのイメージ操作を含むこと
は重要である。ものづくりが実物製作だけで
はなくイメージ制作も包含することを生徒
に理解させる必要がある。 
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